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 從來一般に用ひられてゐるガス加熟櫨の最高温度は約1700。 前後で、それ以上の高温 を得る
一方法としては特殊構造の所謂表面燃嶢 を利用した櫨の使用が考へられる・表面燃嶢 とは豫め
よく混合 した燃料ガスと室氣 との混合物を固腿表面に吹(も)き付け,そ の接醐反慮に依 り燃焼を促
進せしめる燃焼法であ り,古 くから数多 くの研究が襲表 されてゐる(1).表 面燃焼 を利用した櫨
の代表的なものとしては第一にBone及 びSchnat e1の耀(2)がある・これ は第1圖 に示 す檬に燃
嶢室に耐火物の小塊を充填 レ これに燃料ガスと室氣 との混合物を吹 き付 ける.次 に熔融 マグ
ネシアの様な特殊耐火物 で造つた狭い撒多 くの管の中を高速度で燃嶢 ガスを通過 させて高温 を
得るDegussaの 櫨(3)(第2圖),そ の外E任 且xの櫨(4)KrupP型(5)の 櫨等が學げられ る.斯 σ.様
な櫨は特殊窯業製品の製 造には是非とも必要なもので今後釜々重要性を増すと思はれ るが,糠
の構造の詳紳に關しては全然 叢表 されてゐなV・・著者等は牛熔融質アル ミナの研究の必要上か
ら超高温ガス櫨 を試作 し,最 近常用18500に 堪へるものが出來たので,そ の櫨の熟牧支並びに
                               /
熱計算の結果を報告する.                ,
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 1)櫨 の 熱 牧 支     1
 著者等の試作 した櫨の構造は第3圖 の通 りである・噴射型のバーナー中で混合 したガスと室
氣 とは直脛約3mmの 激多 くの細隙を通 り燃嶢室中に吹き出して燃焼 ナる.(爲 眞は蓋 を除いて
上方 より撮影した もの)こ の櫨 を用ひ第4圖'こ 示す檬な加熟曲線及び第1表 に示す作業條件に
依つて牛熔融質ナル ミナ製品を嶢成 した場合の熱牧支圖を作つて見た.
       第 3 圖                  ・     、
                          第  1 表
                  1)石 炭ガスの組成(實 測)
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 その結果 は燃焼 ガスの持 ち去 る熱 量が非常 に多 く65・1%で)被 熱物 には僅 に0.3%Q熟 量 が
與 へ られ るに過 ぎなV・ことを知 つた.(第5圖)               ー
 2)  理 論 燃 焼 盗 度
 前 記 の組 成 の石炭 ガスを5%の 過剰 室氣 率で燃 嶢した場合 の理論 燃焼 温度 は
     凄+職 ・・♪ により計算撒 とが出來。.・
         Σ・、C,まξ
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 但 しh。 … ・石炭 ガスの眞獲熱量   ・       第5圏
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燃嶢 ガスの解離をCO、10%H、02%と   0蕊
し獲熱量の低下と組成7)攣 化とを考慮1τ入        '
れて蹴 徽 搬 を計算すると … 陛 な ガスの黙 ,. 、.
る.                             ・
 3)燃 嶢 ガスの温度降下 ・                '1
高温の燃焼ガスは燃嶢室内を高速度で流  魑   弛 2 。鰯
れなが ら輻射及び封流に依つて熟を被熱物 熱よ  礁 蟹 雌
1灘1灘1灘1失 の蜜 謙
れば,こ れは却つて燃僥室の壁を冷却 する
か ら,燃 僥 ガスが適営の温度で燃僥室から出る檬に櫨 を設計しなければな らない.從(ゆ)つて燃焼(レ)
ガスの温度降下の歌態は櫨の大きさを制限し,'又 これか ら櫨壁の保温の條件 も定つて卒 る課で
ある,
 qを燃曉ガス1m3に 就 ての全熟量, q【をz秒 間に己に燃焼 して襲生した熟量とすれば
       坐一k(q_ql)        (1)        dz                                ・
と云ふ關係が考へ られる・但しkは 反慮速度恒敏である,こ の解
       ql=q(1-e『kz)                          (2)
に於て著者等の場合の檬な爆獲燃廃の條件(k÷ ◎◎)を入れ ると
        ql=q                      (3) とな る・
 一方燃曉ガスが燃曉室内を流れる時 こ放散する熱量dg2は
        dq2=C・dx;C・ ωdz                 (4)
となる.但 しxは 燃僥室の長さ・ωは燃嶢 ガスの流速,Cは 放熱恒藪である,叉 任意の鮎に於
けるガスの温度は
        tコqr卑           (5)         C
p
で與へられるか ら ω。を標準歌態に於ける燃嶢ガスの流速 とすれば       ,
        叱一(Cωo  十qm)(1イ吻    (・)
・泌 但し 一,鴇
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 從つて燃嶢ガスが燃嶢窒に入つた瞬間からの縄 畳時間zを 與へて相當す る燃焼宏の位置x及
びその場所の焔の温度tを
         諺1)1:二::l/①
に依 つて計算 する ことが 出來 る.
。先 づ前 記の櫨 に於 て,燃 焼室 の壁 が平均1850。 「に保たれ て定常欺態 となつて ゐる と考へ.
20600の 燃 焼 ガ ス(60m3/hr標 準歌態)が 流 れ る時 の温度降下 を計算 して見 よう.
 放熟1亙激C(Kal/mm3)は 燃 焼 ガスの輻射 による傳 熟及 び強制 封流 に よる傅熟か ら求 め られ
る.ガ ス輻 射 の傳 熟 係数 αs,強 制謝流の傳熱係数 αkは 次 の式 で示 され る.ω
逮 攣( ユ);ll:認灘 慧(う):::ド㈲
 但 し       .
    αSco2:CO2の 輻射傳熟 係数  σSH20:H20の 輻射 傅熟 係敏
    P。 :CO2の 分墜  Pω:H20の 分堅  S:壁 の輻射 黒度
    D :ガ ス有 敷暦 の厚 さ(m) ωo:燃 嶢 ガスの流 速(標 準 歌態)m/s㏄
    tgm:燃 嶢 ガ スの平均温度 ℃ tωm:燃 焼室壁の平均温 度  4
 燃嶢 ガスの温度 が分 らなけれ ばα3を求 める ことが出來なV・ので,便 宜上 燃焼 ガ スの温度 を,
2060。～2000。,2000。 ～1950。,1950。 ～1900。,.1900。 85 0の 四つ に亙分 して計算 を行 つた計算
に使 用 した條件 及び計算結果 を第2表 に示す・
 放熱[亙数Cの 値 を(7)』式に代入してz=10,3の 一    第 2 表
程度 の値 を與 へも とxと ・tとの關係が得 られ る.                       S:0.8   D:0.02m  ωo;40m/sec
((7)式 でzの 項 は消却 出來 るか らzあ 値 を代入
しな くて も計算 嗣 能)第 ・副 。この匿罰係 を示 す.卑(c) (gkcal/m3)C(kcai/m靴m)
・・6肋 囎 ガ スが2・ ・脈 下つ巌"ま … 耽 燃2060～2000 750  ソ50
嶢 ガスの曲線 。從 つて澱 が降下 すべ きで あると2000～1950 720  ・174
考 へ,2・6・ ・の曲線の2・ ・α の所 を2・0働 曲線の1950～1900 703  116
原 黒占とした.斯 の榊 。して 曲線 を糎 船 し.温 度1900～1850 678  58
の歴分 を細 かくすればするほど實際 の盗度降下紀近い曲線が得 られ る・第6圖 の曲線の最高黙
即 ち燃焼 ガスが2060。 にな る位置は實験が不足してゐるので假想的の ものである.
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'次
に櫨D外 側 窒 うこら自然 厨流 及び輻射て依つて逃 げる熟 量 は
      Q置=2.2～/不 一 ・4t  Kca1/hr m2
      Q、一虫95S喘)・ 《 需)・ユ㎞1/一 …(9)
  但 し  Q[:自 然 封売 こよる熟量  Q呂:輻 射:で よる熟 量
      盃:壁 と外氣 との温 度差  Sl壁 の輻 射黒 度     '
      Tω:外 壁 の温度(OK)    Ta:外 氣 の温 度(OK)
で表 され 》銅 一 コンスタン、タン熱電封 を用ひ測定 した側壁 李均温 度14000q 外氣温度2〔PC,
壁 の輻射 黒度0・9(假 定)を(9)式 に代 入すれ ば,熱 損失 嬬約1100Kca1/hrと なる・一方定常 撒 態
の場 合には燃 嶢 ガ スは この熟損先 て釣合 つた熟 賢を燃嶢室 の側 壁!τ與 へねば な らなV・が,燃 嶢
室の壁 が1850。 の場 合 に燃 曉 ガスほ2000。 まで低下すれば ほ Ψ上記 の熱 量を壁 に與 へ る ことにな
る.第6圖 に於 て この時 の燃焼室の長 は12cmを 示 し、 これ は實 際の長 さ と一致 してゐ る.
 以上 は燃 焼 ガ スの初 速が4mβecの 場 合で あるが.こ れ と6.7.8,9m/secとL前全 く同
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じ方 法 で 計 算 し燃 廃 室9)長 さ と温 度 と の 關 係 を求 め る と 第7圖 の 様 に な る.こ の 圖 か ら分 る 如
く保 盗 條 件 が 一 定 の 場 合.燃 嶢 ガ ス の 流 速 が 速 い 方 が 長V・ 距 離 を 加 熟 す る こ と が 出 來 る.
               結       言
 以 上 述 べ た 所 は こ の 種 の 煉7)性 質 の 一 端 を 表 す もの で)燃 焼 ガ ス の 温 度 降 下 の 計 算 は 櫨 の 設
計 の 有 力 な 一 因 子 と な る と 思 は れ る.
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